
郷土の古文書 
「その１６ 流地証文と質地証文」 

解 説 

 江戸幕府は寛永２０年（１６４３）に「田畑永代売買禁止令」を発布し、土地の移動に制限を加え、原則として田

畑の売買を禁止していました。 しかし、実際は田畑の質入れが行われ、返金できない小農たちが質流れという形で、

永代売買も行われていたのでした。その場合、証文にも書かれているように、年貢・諸役は買主の負担となります。多

くは売り主（質入主）が小作料を納め小作人となって、その土地を引続き耕作したようです。これを直
じき

小作
こ さ く

といいまし

た。また、買主が第三者を入れて耕作させる場合もあり、これを別小作と呼びました。           

質地証文の大半は流れ地となり、田畑は村方上層農民や在方商人に集中し、１７世紀末ごろから広範な質地小作関係

が、より広がりを見せると、これに対し幕府は享保八年（１７２１）に「流地禁止令」出したのですが、結局これを撤

回したのです。 

さらに、延享元年（１７４４）には「田畑永代売買禁止令」の罰則をゆるめて公認するようになりました。 

ところで、幕府は寛文年間（１６６１～７３）特に関東の幕領を中心とする寛文総検地を実施しました。あきる野市



域の村々の寛文検地は、寛文５年（１６６５）～７年に実施されています。この画期的な土地制度の改変により、村落

体制を確立させ、この時作成された寛文検地帳は、村支配の基礎台帳として、幕末期まで活用されました。 

今回は、寛文検地前の流地証文①と検地後の質地証文②の二例を取り上げてみました。 

①の流地証文は戸倉村「牛嶽の畑永百八拾文 面
（免カ）

之所」と、永高で表されています。戸倉村には「太閤検地」や「慶長

検地」の検地帳は現存しないものの、それらの帳をもとに書かれたものと思われます。 

一方、②の証文は寛文７年の検地より１３０年近く経た質地証文で、書き入れ条件等整っています。 

最初に「字軍道村池下二而」と小字
こ あ ざ

地名が書かれています。軍道村とは乙津村の小字名で乙津村軍道が正しいのです

が、江戸時代の証文類には、通常小字も村として書かれる事が多くあります。次に「土地の等級と面積」そして「縄名

作兵衛分」と寛文検地の時点で耕作していた人の名前が書かれます。その他、何年季であるか、年季内に返金できない

場合は流地としてもかまわない旨等必ず書き入れられます。土地売買の証文には売主・証人、親類等の他、名主が加判

するのですが、戸倉村・乙津村は、ともに五つの地域に別れており、それぞれの地域が一つの村単位のように運営され

ていたため、組頭が名主の代りに加印しているものが多く見うけられます。 
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